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総額459億3,548を計上
昭和62年度当初予算案

一
般
会
計
＝
2
7
3
億
6
千
3
百
万
円

（
仮
）
黄
檗
公
園
体
育
館
建
設
費
な
ど

　市議会３月定例会は、２月26日開会され。

３月26日までの会期で昭和62年度当初予算案

などが審議されています。池本市長は初日、

新年度の施政方針を表明。特に本年度は、63

年京都国体の成功を重点課題とし、京都南部

の中核都市を目指し、活力と希望のある街づ

くりの推進に全力を注ぐとの決意を述べまし

た。62年度当初予算案は､一般会計が273億6,3

63万７千円､特別会計が153億2,644万６千円、

企業会計が32億4,540万円､総額459億3,548万

円です。

ト
オ
ー
プ
ン
間
近
か
な
宇
治
市
産
業
会
館

　
経
済
活
動
の
拠
点
施
設
に

　
二
月
二
土
八
日
、
市
議
会
の
三

月
定
例
会
で
、
池
本
市
長
は
昭
和

六
十
二
年
度
の
施
政
方
針
と
基
本

政
策
広
司
か
に
し
、
四
百
五
十

九
億
三
千
五
百
四
十
八
万
三
千
円

余
り
に
上
る
新
年
度
予
算
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
二
百

七
十
三
億
六
千
三
百
六
十
三
万
七

千
円
で
ニ
八
十
一
年
度
八
比
べ
て

三
・
四
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
本
年
度
は
、
厳
し
い
財
政

環
境
の
中
１
既
成
の
概
念
や
制

度
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
事

務
事
業
の
選
択
と
、
合
理
化
に
徹

に
な
が
ら
も
、
都
市
路
盈
整
備
に

重
点
政
且
き
、
公
共
下
水
道
事
業

の
促
進
・
（
仮
）
黄
奘
公
園
体
育
館

や
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

ま
た
、
街
路
網
の
整
備
、
六
十
三

年
京
都
国
体
成
功
に
向
け
て
の
関

連
施
設
の
整
備
経
費
な
ど
積
極
的

に
計
上
。

　
京
都
南
部
の
中
核
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
、
活
力
と
希
望
の
あ
る
街

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
予
算
委
員
会
で

　
集
中
審
議
を
開
始

　
市
議
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
各

予
算
案
夕
集
中
審
議
す
る
た
め
、

二
月
二
十
七
Ｅ
に
十
八
人
で
構
成

す
る
予
算
特
別
委
員
心
一
か
設
置
。

委
員
長
に
田
中
清
議
員
、
副
委
員

長
に
久
保
田
勇
議
員
か
選
出
し
ま

し
た
。
予
算
特
別
委
員
会
は
、
九

日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
間
に
八
回

開
会
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
会
議
は
、
十
三
日
と
二

土
〈
日
の
日
程
で
開
会
さ
れ
、
提

案
さ
れ
て
い
る
予
算
案
を
ほ
じ
め
、

条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
･
Ａ
)
？
:

審
議
さ
れ
、
議
決
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

62年度版

市民カレン

ダーと手び

き

3月中旬か

ら配布 　
市
で
は
こ
の
程
、
昭
和
六
十

二
年
度
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
び
き
」
（
Ａ
４
版
四
十
ス

カ
ラ
ー
刷
り
）
を
発
行
。

　
こ
の
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
さ
」
は
、
五
十
九
年
度
か

ら
引
き
続
き
、
今
年
で
四
年
目

に
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
月
に
は
、

行
事
予
定
や
税
の
納
期
な
ど
を

掲
載
。
手
び
き
に
は
、
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
と
関
係
の
深
い
市

役
所
の
仕
事
、
保
健
予
防
日
程

表
、
各
種
椙
談
案
内
な
ど
舎
載

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
の

予
定
や
出
来
事
な
戸
葵
記
入
す

れ
ば
、
″
我
が
家
の
一
年
の

記
鮮
と
し
て
も
保
存
出
来

ま
す
。

　
三
月
中
旬
か
ら
各
町
内
（

自
治
）
会
長
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
て
、
各
忌
詮
に
お
届

け
ず
る
予
定
で
す
。
町
内
（
自

治
）
会
に
加
入
し
て
い
な
い

ご
家
庭
は
、
市
役
所
広
報
課

ま
で
お
越
し
い
た
だ
ぐ
か
、

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）
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二
期
目
任
期
の
近
理
し
と
い
う

意
義
深
い
年
夕
迎
え
、
新
た
な
年

度
を
展
望
い
た
し
ま
す
と
き
、
十

″
が
市
民
の
市
政
を
預
か
る
市
長

と
し
て
、
そ
の
貴
務
の
重
大
さ
を

痛
感
す
る
と
共
に
、
身
一
の
引
き

締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、
二
期
目
の
公
約
と
し
て

表
明
し
て
お
り
ま
ず
①
府
政
と
協

調
し
、
京
都
南
部
の
中
核
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
口
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
の
地
域
社
会
を
目
指
し
、
新
し

い
市
民
参
加
の
市
政
か
羅
一
進
③
行

財
政
の
無
駄
を
無
ぐ
し
、
豊
か
で

住
み
よ
い
生
活
基
盤
の
推
察
表

育
の
秩
序
か
正
し
、
健
全
な
青
少

年
の
育
成
忠
凶
ゑ
屁
齢
化
社
会

に
対
応
し
、
総
合
的
な
福
祉
施
策

夕
債
極
的
に
推
進
⑥
お
茶
と
観
光

に
ふ
さ
わ
し
い
郷
土
産
業
の
振
興

発
展
忠
凶
る
⑦
市
民
の
総
意
弩
結

集
し
、
六
十
三
年
京
都
国
体
の
成

功
忠
男
了
ト
以
よ
七
つ
の
基
本

姿
勢
を
軸
と
し
て
、
厳
し
い
行
財

政
環
境
の
下
、
二
十
一
世
紀
に
向

け
市
政
の
進
展
と
市
民
福
祉
の
向

上
、
更
に
、
ま
ち
づ
ぐ
り
の
幕
礎

と
な
る
都
市
基
盈
の
挺
刄
血
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
財

宇治市長

池本正夫

政
の
効
率
化
・
健
全
化
に
向
け
て

男
力
か
傾
注
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
既
に
策
定
を
し
て

お
り
季
子
宇
治
市
第
二
次
総
合
計

画
を
指
針
と
し
て
、
昭
和
七
十
年

を
展
望
し
た
個
性
豊
か
な
宇
治
市

の
都
市
像
に
向
っ
て
行
政
施
策
を

展
開
す
る
た
位
冒
の
力
を
込
め

て
、
市
政
の
推
進
に
努
力
し
て
参

を
と
啖
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
民
生
の
安
定
化
を
図
っ
て

参
り
康
司

　
本
市
は
昨
年
四
月
は
ヌ
ワ
ラ

エ
リ
ヤ
市
、
七
月
に
は
咸
陽
市
と

そ
れ
ぞ
れ
友
好
都
市
提
携
か
結
ぷ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
、
（
仮
）

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
育
成
に

努
め
る
と
共
に
、
市
民
の
国
際
交

下
水
道
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
参

り
孚
。

　
京
都
国
体
の
開
催
も
、
夏
垂
〈

会
ま
で
あ
と
五
百
五
土
〈
日
、
秋

季
大
会
ま
で
五
百
九
十
七
日
と
迫

っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
国
体
の
成
功
に
向
け
て
市
民
総

参
加
の
下
で
、
私
か
先
頭
に
立

っ
ア
モ
の
機
運
を
一
層
高
め
る
と

大
の
効
果
夕
示
げ
る
」
と
い
ラ
地

方
自
治
の
理
念
に
基
づ
き
な
が
ら
、

市
民
に
対
す
る
責
務
參
手
７
ず
る

た
め
の
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　
廃
園
と
な
る
幼
稚
園
の
施
設

利
用
は
、
公
共
施
設
配
置
の
基

本
的
な
考
兄
方
に
祠
つ
き
、
。
四
園

に
共
通
す
る
機
能
と
し
て
、
地
域

の
子
と
急
永
人
念
賢
弟
多
く

施
政
方
針
（
要
旨
）

京
都
南
部
の
中
核
都
市
を
め
ざ
し

活
力
と
希
望
の
あ
る
街
づ
く
り
を

り
ま
す
。

　
今
日
の
社
会
経
済
は
、
深
刻
な

円
高
不
況
に
あ
り
、
こ
の
影
響
は
、

地
域
経
済
に
も
波
及
し
、
本
市
の

中
沢
撮
や
地
場
産
業
に
も
大
き

ぐ
及
ん
で
お
り
未
了
。

　
本
市
と
し
て
も
、
四
月
か
ら
開

館
す
ゑ
落
市
産
哭
居
聚
経
済

活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
位
ｍ
付

け
、
府
や
商
工
会
議
所
と
も
連
携

流
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
の
高

揚
に
努
め
、
継
続
す
る
交
流
事
業

と
し
て
行
き
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進
は
、

都
市
の
基
幹
施
設
と
し
て
欠
く
こ

と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
今

後
共
、
供
用
地
域
の
拡
大
の
た
め

管
渠
（
か
ん
き
ょ
）
布
設
、
処
理
場

の
施
設
拡
張
、
並
び
に
、
木
津
川

流
域
下
水
道
と
も
均
衡
の
と
れ
た

共
に
、
特
に
本
年
度
は
、
国
体
に

関
連
す
る
道
路
網
及
び
諸
施
設
の

整
備
に
全
力
を
投
入
し
て
参
り

未
了
。

　
行
政
改
革
の
推
進
は
、
宇
治
市

行
政
改
革
審
議
公
一
か
ら
の
答
申
に

基
づ
き
、
昨
年
四
月
行
政
改
革
大

綱
か
策
定
し
、
行
財
政
の
見
直
し

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
「
最
小
の
経
費
で
最

の
市
民
が
利
用
出
来
る
施
設
に
。

一
方
、
地
域
の
特
殊
性
を
生
か
し

た
施
設
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全

育
成
と
児
童
文
化
活
動
の
施
設
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
的
な

施
設
及
び
障
害
者
の
共
同
作
業
所
、

更
に
は
青
少
年
の
指
導
名
行
シ
拠

点
施
設
と
し
て
転
用
忿
弓
え
て
お

り
ま
す
。

　
以
上
、
当
面
す
る
課
題
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
六
十
二

年
度
予
算
編
成
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
な
配
分
と
経
費
支
出

の
効
率
化
に
徹
し
、
節
度
あ
る
行

財
政
運
営
を
行
う
こ
と
客
量
一
に

し
て
お
り
ま
す
。

七
つ
の

基
本
計

画
安
全
ｔ
快
週
な
ま
ち
づ
く
り

　
幹
線
道
路
網
の
整
備
や
、
下
水

道
事
業
の
促
進
に
力
点
を
ほ
き
、

都
市
基
晋
一
の
整
備
と
暮
β
し
の
周

辺
整
備
を
一
層
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
か
な
市
民
生
活
と
活

力
の
原
動
力
と
な
る
健
康
対
策
と

生
活
環
境
保
全
の
施
策
か
で
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

健
康
ｔ
生
き
が
い
｀
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

　
人
間
尊
重
の
理
念
に
基
弓
き
、

誰
も
が
健
康
畜
吉
が
い
の
あ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
市

民
生
活
の
向
上
と
社
会
福
祉
の
増

導
勁
る
た
め
、
種
々
の
轜
施

策
の
前
進
を
図
り
未
了
。

明
日
に
向
か
う
教
育
心
充
実
と
、
ふ

る
さ
と
文
化
心
創
遣

　
青
少
年
の
健
全
育
成
対
策
の
強

化
と
共
に
、
教
育
環
境
の
整
備
、

充
実
を
図
り
求
す
。
中
央
図
書
館

へ
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、

ま
た
、
社
必
一
教
育
面
で
は
、
文
化

芸
術
の
振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す

健
康
を
は
ぐ
く
む
ろ

リ
エ
ー
.
Ｎ
u
ｉ
Ａ
Ｓ
扱
異

　
（
仮
）
黄
栞
公
園
体
育
館
の
早
期

完
成
を
目
指
し
一
層
の
努
力
登
里

ね
て
参
り
ま
す
。
京
都
国
体
の
リ

バ
ー
・
サ
ル
大
会
を
契
機
に
、
宿
泊
、

輸
送
含
瓦
競
技
運
営
式
典
関

係
、
集
団
演
技
な
温
犬
施
体
制
の

確
立
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

活
力
あ
る
地
城
経
済
８
振
興

　
市
民
生
活
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
商
工
業
、
農
業
、
特
に
地

場
産
業
な
ど
の
積
極
的
な
産
業
振

興
対
策
公
孫
進
し
て
参
り
未
了
。

　
観
光
事
業
は
、
占
的
な
観
光
か

ら
線
的
な
観
光
を
指
向
す
る
と
と

も
に
、
近
鉄
大
久
保
駅
に
観
光
案

内
原
良
医
し
ま
す
。

同
和
対
策
を
推
進
し
、
基
本
的
人
権

が
尊
一
さ
れ
ａ
地
ｓ
社
会
心
形
成

　
同
和
問
題
の
完
全
解
決
に
向
け
、

残
さ
れ
た
事
業
の
速
や
か
な
実
施

と
計
画
的
、
総
合
的
な
同
和
対
策

の
推
進
を
図
る
と
共
に
、
（
仮
）
河

型
『
少
年
セ
ン
タ
ー
、
善
法
地
区

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
開
設
Ｌ
荼

す
。
ま
た
、
障
害
者
や
婦
人
な
ど

人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

新
し
い
地
域
■
Ｈ
会
Ｇ
創
造
と
清
潔
で

効
率
的
な
市
政
の
推
進

　
市
民
相
互
の
交
流
を
深
め
る
た

め
の
拠
点
施
設
と
し
て
（
仮
）
お
ぐ

ら
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
建
設
。

　
一
方
、
効
率
的
な
市
政
の
推
進

の
た
め
に
、
税
務
情
報
シ
ス
テ
ム

の
開
発
導
入
、
Ｏ
Ａ
機
器
・
民
間

活
力
の
導
入
な
べ
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
行
財
政
運
営
の
効
率

化
奎
凶
り
ま
す
。

市民カレンダーと手び

き　3月中旬から配布
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63年京都国体関連

都市基盤整備に重点
　
こ
こ
で
、
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
を
合
わ
せ
て
総
額
四
百
五
十
九
億

三
千
五
百
四
十
八
万
円
（
前
年
度
伸
び
率

六
・
三
％
）
と
な
っ
た
、
昭
和
六
十
二
年

度
市
予
算
案
の
主
な
施
策
と
予
算
額
に
つ

い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
般
会
計
の

予
算
総
額
は
’
二
百
七
十
三
億
六
千
三
百

六
十
三
万
円
。
こ
の
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
市
政
の
一
層
の
充
実
と
向
上
を
図
る

た
め
、
基
本
と
な
る
政
策
は
①
安
全
で
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
②
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
③
明
日
に
向
か
う
教
育

の
充
実
と
ふ
る
さ
と
文
化
の
創
造
④
健
康

を
は
ぐ
く
む
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ヨ
ン
の
振
興
⑤
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
振

興
⑥
同
和
対
策
事
業
を
推
進
し
、
基
本
的

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
の
形
成
⑦

新
し
い
地
域
社
会
の
創
造
と
清
潔
で
効
率

的
な
市
政
の
推
進
－
以
上
の
七
項
目
を
柱

と
し
て
い
ま
す
。

消防賢10億2,811万円(3.8％)

　緊急時の救助や火事などの災害

から、市民の命と財産を守るため

　　の費用です。

衛生責26億802万円(9,5％)

　健康で快適な生活を営むため6

費用です。保健予防や環境衛生、

　ごみなどの処理経費などに使

　ます。　　　　　　Ｑ　　Ｉ

　　　　　　　　田sss｡。

　　　　　　　麟

総務費34億3,898万円(12.6％)

　市が施策を企画したり、計画

効率的に推進するための事務的

費です。　　　　　豚脂難

教育費3l億9,975万円(||.7％)

　市民が豊かな知恵と力と人間性

を養うための、教育条件づくりの

費用です。学校教育を始め、生涯

教育としての社会教育・公民館活

動の推進、市民体育の振興に使わ

れます。

その他

　　I|億4,l36万円(4.1％)

273億円の内訳を見ると

　　　(一般会計予算案)

　66億|,921万円(24.2％)

　すべての市民が、一定水準の文化的な生

活を営めるようにするための費用です。社

会福祉、児童福祉、母子福祉、生活保護な

　56億8,666万円(20.8％)

　住みよい町づくりへの都市基盤整備のた

めの費用です。道路や橋、公園、住宅の建

設・整備などに使われます。

　学校やmi建設など、市が行う大きな事業

の際の借入金の元金・利子の返済金です。

地方交付税(3.4％)

　9億2,000万円

　市債20億5,460万円(7.5％)

　市が公共施設建設などの事

業をするために必要な資金の‾

借り入れ金です。

その他

26(SZ,887万円(.6％)

　　I74億6,874万円(63.8％)

市民税、固定資産税、市たばこ消費税

電気税、ガス税などの税収入です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　国と市が共同の責任で仕事をする場合や、市が事業を実施する時に

国の援助､を得る場合などに文付される国の負担金や補助金などです。

E備事業

:営補助

会事業補助

L事業費補助

　　5,250万円

　　3,755万円

　　2,144万円

　　　70万円

　　　333万円

　　|,159万円

19億8,400万円

　　　70万円

9億5,556万円

　　　　　　　　　　2,873万円

　　　　　　　　　　5,961万円

　　　　（肺ガン検診事業158万円）

　　　　　　　　　　|,428万円

　　　　　　　　　　3,907万円

　　　　　　　　　　4,300万円

｜年生が対象）　　　　　588万円

　　　　　　　　　|億6,058万円

゛に係る校舎取得費　　6,672万円

　　　　　　　　　　9,749万円

　　　　　　　　　　　802万円

　笠取地区児童一生徒通学対策費

○宇治市教育研究指定校事業

市民文化

　文化財保護費

　文化センター管理運営経費

　中央図書館図書購入費

　歴史資料館特別展・企画展開催経費

　第43回国民体育大会宇治市実行委員会交付金

　(仮)黄栞公園体育館建設事業

○楽器等整備事業(国体用)

商　　工

　京都府南部総合地方卸売市場施設整備補助

○宇治市産業会館管理運営委託料

○宇治商工会議所会館建設補助

　中小企業対策費

○城南地域職業訓練協会補助金

晨　　彙

○水田農業確立対策事業補助

921万円

180万円

　｜,847万円

|億3,05l万円

　|,300万円

　　517万円

|億68万円

6億97万円

4,562万円

3,141万円

|,450万円

2,000万円

4,288万円

　250万円

650万円

　農業基盤整備事業

観　　光

○観光案内所新設・観光案内板設置事業

　木幡河原老人の家管理運営事業

○(仮)河原青少年センター管理運営経費

○善法地区老人福祉センター管理運営事業

　善法地区内道路改良事業

　木幡河原団地新築事業

　東山団地新築事業

○(仮)おぐら地域市民センター建設事業

　集会所整備事業

○(仮)ふれあい施設設置経費(廃園幼稚園の跡利用)

　国際交流事業

○税務情報システムの経費

○庁舎(プレハブ)改築事業

○映像による広報実施事業

○市勢要覧の発行経費(債務負担)

4,923万円

　575万円

　257万円

　764万円

　440万円

8,548万円

7,375万円

2,382万円

|億8,581万円

　2,768万円

　|,700万円

　｜,204万円

　7,085万円

　6,150万円

　　300万円

　　750万円

明日に向かう

教育の充実と

ふるさと文化

の創造

活力ある地域経済の振

興

新しい地域社会の

創造と清潔で効率

的な市政の推進

健康をはぐくむスポーツ・レクリ
エーション

同和対策事業を推進し基本的人権が尊重される地域

社会の形成

一
般

会
計
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国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
五

十
億
三
千
七
百
七
十
九
万
円
（
前

年
度
比
二
・
八
％
増
）
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
人
口

の
高
齢
化
や
入
院
医
療
費
m
心

と
し
た
医
療
費
の
増
加
に
よ
り
、

厳
し
い
財
政
運
営
叟
崖
な
ぐ
さ

れ
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
二
年
度

で
も
、
引
き
続
互
″
字
が
予
測
さ

れ
る
こ
お
示
ら
、
可
能
な
限
り
単

年
度
赤
字
を
少
な
ぐ
す
る
た
め
、

医
原
費
適
正
化
対
策
と
保
険
料
収

納
率
向
上
対
策
を
強
化
す
る
考
兄

で
す
。

　
歳
入
で
は
、
保
険
料
二
十
一
億

百
六
十
二
万
円
、
国
Ⅲ
支
出
金
二

十
一
億
九
千
二
十
一
万
円
の
外
、

　
公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
三
十

六
億
五
千
四
百
二
十
一
万
円
（
前

年
度
比
一
七
・
六
％
増
）
か
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
ぷ
市
公
共
下
水
道
事
業
は
、
六

十
一
年
八
月
か
ら
一
部
地
域
で
通

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
、
一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
す
る
の
が

適
当
と
さ
れ
る
場
合
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
八
事
業
の
特
別
会
計
と
水

道
企
業
会
計
を
設
置
。
こ
の
内
、
国
保
・

公
共
下
水
道
事
業
と
水
道
事
業
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

保
険
料
賦
課
限
度
額
を
現
行
（
三

十
七
万
円
）
に
と
ど
の
る
こ
と
に

よ
る
補
て
ん
な
芦
を
含
め
、
一
般

必
一
計
か
ら
の
繰
入
金
一
億
四
千
四

百
十
八
万
円
な
戸
計
上
。

　
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
三
十

四
億
二
千
百
四
十
一
万
円
、
参
人

保
健
医
療
費
拠
出
金
十
三
億
九
千

三
百
四
十
三
万
円
、
保
健
施
設
費

七
百
七
十
二
万
円
な
戸
尽
計
上
し

て
い
ま
す
。

水
を
開
始
。
ふ
礒
も
積
極
的
に
推

進
し
、
供
用
地
域
の
拡
大
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
下
水
道
便
用
料
七

千
百
二
十
一
万
円
、
国
昭
補
助
金

十
二
億
一
里
（
百
八
十
万
円
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
金
七
億

七
百
九
十
八
万
円
、
市
債
土
〈
億

三
千
三
百
九
十
万
円
碧
計
上
。

　
歳
出
で
は
、
東
宇
治
処
理
区
と

洛
南
処
理
区
に
係
る
管
渠
（
か
ん

き
ょ
）
建
設
事
業
費
と
し
て
十
八

億
一
千
九
十
二
万
円
、
供
用
地
域

の
拡
大
に
よ
匯
増
加
す
る
、
流
入

汚
水
量
に
対
処
す
る
た
め
の
施
設

拡
張
事
業
費
と
し
て
三
億
九
千
六

百
九
十
八
万
円
夕
計
上
し
て
い
る

外
、
債
務
負
担
作
為
と
し
て
九
億

二
千
四
百
万
円
夕
設
定
、
三
年
で

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
。

　
水
道
事
業
の
予
算
額
は
三
十
二

億
四
千
五
百
四
十
万
円
（
前
年
度

比
二
〇
・
五
％
増
）
か
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
収
益
的
収
入
で
は
、
水
道
料
金

十
八
億
七
７
　
七
百
十
二
万
円
な
ど

か
計
上
、
支
出
で
は
府
営
水
道
受

水
費
六
億
七
千
九
百
ぢ
十
二
万
円
、

減
価
償
却
費
三
億
二
千
九
百
二
万

円
な
戸
原
計
上
し
て
ぃ
ま
ｙ
。
こ

れ
ら
収
蒜
的
収
支
で
は
、
四
千
八

百
九
十
五
万
円
の
黒
字
舎
見
込
ん

で
ぃ
ま
ｙ
。

　
資
本
的
収
入
で
は
、
上
水
道
事

業
廣
三
億
九
千
八
百
万
円
な
戸
蚕

計
上
、
支
出
刄
琲
五
次
新
設
拡

張
事
業
費
と
し
て
、
西
小
倉
浄
水

場
の
建
設
、
配
水
管
の
整
備
等
に

四
億
三
千
五
百
六
十
万
円
、
建
設

改
良
費
と
し
て
六
億
二
千
二
百
二

十
一
万
円
な
戸
矛
計
上
し
て
い
ま

す
。

下
水
道
は
供
用
地
域
を
拡
大

国
保
事
業
に
5
0
億
円

昭和62年度当初予算規模“口T"U（‘n-/ヱ゜aT゛j j--●｀゛･i大　　　　（単位千円）

会　計　名 昭和62年度
当初予算額

昭和61年度
当初予算額

　　　(％)
伸率

一　般　会　計 27,363,637 26,460,852 3.4

特別会計

交通災害共済事業

国民健康保険事業

公共下水道事業

住宅新築資金等貸付事業

老　人　保　健　事　業

簡　易　水　道　事　業

火　災　共　済　事　業

農　業　共　済　事　業

都市計画事業用地先行取得事業

　　42,974

5,037,791

3,654,217

　　68,520

6,492,378

　　16,943

　　12,654

　　　　969

　　　　　0

　　44,785

4,901,382

3,108,316

　　79,853

5,854,969

　　16,154

　　11,253

　　34,572

　　20,517

△4.0

　　2.8

　17.6

△14.2

　10.9

　　4.9

　12.5

△97.2

　皆減

特別会計合計 15,326,446 14,071,801 8.9

企彙（水道）会計 3,245,400 2,692,278 20.5

総　　　　　　計 45,935,483 43,224,931 6.3

道路・河川・公園

　道路等維持修繕費

道路新設・改良事業

　　　　　2億1,755万円

　　(国体関連5,000万円)

　　　　　6億8,570万円

(国体関連2億4,3S0万円)

都市計画街路事業（下居大久保線・大久保宇治川線）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7億6,535万円

　下居大久保線関連公共用地購入事業

　(仮)志津川バイパス用地購入事業(債務負担)

　近鉄大久保駅周辺整備事業等負担金

○関電柱等地中化に伴う街灯新設事業

　公園整備事業(黄槃公園野球場・西宇治公園)

H 3,600万円

　6,000万円

6億6,875万円

　　365万円

　2億338万円

(国体関連I億8,140万円)

　　　　　　|,500万円

　　　　　2億8,800万円

　　　　　　｜,012万円

○黄桑公園(体育館ゾーン)再整備事業

　河川・排水路整備事業

○自治会街灯引き取りに伴う経費

防　　災

　消防緊急情報システム購入・通信指令室改修工事費

　(仮)横島消防分署建設設計委託料

堤　　境

○大気質監視中央局舎設置事業

　都市下水路築造事業

5,800万円

　600万円

　　340万円

l億l,900万円

　不燃物収集運搬・埋め立て処分委託料

　城南衛生管理組合分担金

　リサイクル事業経費

　清掃運搬車購入費

暮らし

　自転車等駐車場管理運営経費

　交通指導員配置事業

○特定区間路線バス補助金

　勤労者住宅融資制度預託金

社会福祉

　民生児童委員活動費

　暮らしの資金貸付事業委託料

　宇治市奨学金貸付事業

　ポラントピア事業補助

○ボランティア基金への出資金

○要約筆記奉仕員派遣事業

○重度肢体障害者ガイドヘルパー派遣事業

　在宅障害者デイ・サービス事業委託料

○ねたきり老人家族介護者教室開催委託

○特別養護老人ホームデイケア事業

○シルバーホーン設置事業

　シルバー人材センター運営補助

　　9,486万円

13億3,394万円

　　　300万円

　　｜,540万円

　1,889万円

　　976万円

　　333万円

|億4,OOO万円

2,068万円

　342万円

　437万円

　200万円

　500万円

　　10万円

　　10万円

　343万円

　　12万円

　川2万円

　42万円

2,260万円

　敬老会事業

○宇治市心身障害者共同作業所整

　宇治市心身障害者共同作業所運

○第２回宇治市身体障害者福祉大

　精神障害者共同作業所入所訓練

○失業対策引退者任意就業事業

　生活保護扶助費

○乳幼児健全育成相談事業

　民間保育所運営費

保　　健

　斎場運営事業

　老人保健事業

　保健指導事業

　保健医療センター運営事業

　予防接種事業

○心臓検診委託料(小・中学校の

教　　育

　小・中・幼施設整備事業

○住宅都市整備公団立て替え施行

　私立幼稚園就園助成補助

62年度

予算案

明日に向かう教育

の充実とふるさと

文化の創造

健康で生きがいのあるまち

づくり

安全で快適なまちづくり

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
配
分

水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

国
保
事
業

62年予

算案特

別

・

企

業

会

計

一般会計・主な施策と予算額（○印は新規

事業）



　
今
回
は
、
サ
″
カ
’
・
‐
か
薬
し

く
見
る
た
め
の
、
反
則
と
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
（
罰
則
）
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
お
話
し
し

ま
し
ょ
う
。

　
〈
主
な
反
則
〉

　
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
体
と
体
が

ぶ
つ
か
り
合
っ
て
も
反
則
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
危
険
な
行
為

は
｀
下
一
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
手
や
ひ
じ
で
相
手
を
押
し
た

　
り
、
殴
っ
た
り
、
手
で
ボ
ー

　
ル
を
扱
っ
た
握
－
（
単
に
手

広
げ
よ
う
地
域
の
わ

　
高
め
よ
う
文
化
の
わ
”

　
第
十
三
回
善
法
文
化
祭
（
同
実

行
委
員
会
幸
産
）
が
、
三
月
十
四

日
出
と
十
五
日
剛
の
二
日
間
、
善

法
隣
保
館
・
集
会
所
で
開
か
れ
ま

す
。

　
こ
の
文
化
祭
は
、
部
落
解
放
へ

の
一
環
と
し
刄
善
法
地
域
の
文

化
活
動
の
向
上
と
地
域
住
民
の
親

睦
か
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ホ
ヂ
。

　
十
三
回
目
の
今
回
は
、
「
広
げ
よ

i
ｒ
＼
地
域
の
式
ｙ
高
め
よ
.
ｒ
＾
文
化

国

体

豆

知

識

　
に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
だ
け

　
で
は
反
則
で
は
な
い
）
。

曾
雲
相
手
夕
け
っ
た
り
、
引

　
っ
か
け
た
場
合
。

③
相
手
の
背
中
に
チ
ャ
ー
ジ
し

　
た
り
、
飛
び
か
か
っ
た
場
合
。

④
危
険
な
プ
レ
ー
や
非
紳
士
的

　
な
行
為
を
し
た
場
合
。

の
。
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
彩
な

内
容
の
取
り
組
み
か
遥
め
て
い
ま

す
。

　
部
落
問
題
の
解
決
は
、
国
や
地

方
自
治
体
の
貴
務
で
あ
る
と
共
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

　
部
落
問
題
を
学
習
１
　
理
解
す
る

場
と
し
て
、
善
法
文
化
祭
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
ご
案
内
〉

▼
と
さ
…
３
月
1
4
日
巾
、
1
5
旦
明

▲うまく出来るかな(昨年の善法文化祭､陶芸教官で)

あ
り
未
ｙ
。

一
直
接
フ
リ
ー
キ
ッ
ク

　
　
前
述
の
反
則
①
、
②
、
③

　
の
違
反
行
為
を
し
た
握
Ｒ

　
相
手
側
に
与
奏
９
れ
る
も
の

　
で
、
反
則
し
た
地
点
か
ら
相

　
手
側
ゴ
ー
ル
に
直
接
キ
ッ
ク

　
す
る
こ
と
が
出
来
未
丁
。

善法文化祭の日程・内容表

ぶい、ここ ３月14日出 ３月15日(日)

作品展示

午前10時～午後４時（隣保館）

･生花教室作品･書道教室作品･手づくり教室作品

･葵子供会作品･善法保育所･保護者作品

･善法青少年ｾﾝﾀｰ子どもの作品･趣味の作品

･部落解放同盟善法支部婦対部作品　ほか。

お　茶　席 犬 午前10時~午後3時
　　(隣保館)

陶芸教室 犬 午前m~午後1時半
　　(隣保館)

子ども手づくり

　　　コーナー

午後１時～3時

　　(隣保館)

模型飛行機づくり

･午前時~午後1昨半

　　(隣保館)

プラスチック

ペンダントづくり

催　　　　し卜
午後l時半~2時半

　　t集会所）・ペープサート
・パネルシアター

講　　　　演 午後７時～
　(集会所) 犬

模　擬　店

午前11時~午後3時　午前m~午後3時
　　　　　　(隣　保　館)
　おでん、焼そば、フランクフルト
　綿菓子、コーヒー　など

▼
と
こ
ろ
…
善
法
隣
保
館
、
善
法

　
集
会
所
。

▼
内
容
…
右
表
の
と
お
り
。

　
　
（
善
法
文
化
祭
実
行
委
員
心
一
・

　
善
法
隣
保
館
・
社
会
教
育
課
）

お
知

ら
せ

　
料
理
講
習
会

　
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
Ｅ
Ｑ
れ
て
、

芝
生
の
上
や
糸
作
り
弁
当
か
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
…
３
月
2
5
E
困
、
午
前

1
0
時
～
午
後
１
時
ｙ
と
こ
ろ
・
：
木

　
む
こ
と
が
出
来
ま
ず
。
こ
の

　
場
合
、
け
る
選
手
と
守
備
側

　
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
以
外
の

　
競
技
者
は
、
全
員
ペ
ナ
ル
テ

　
ィ
ー
エ
リ
ア
の
外
に
出
未
了
。

一
間
接
フ
リ
ー
キ
ッ
ク

　
　
前
述
の
反
別
喝
⑤
、
⑥

　
に
当
て
ぱ
ま
る
違
尽
行
為
を

反
則
行
為
に
は

　
　
厳
し
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

⑤
ボ
ー
ル
に
関
係
な
く
相
手
の

　
行
動
を
妨
害
し
た
場
合
。

⑥
オ
フ
サ
イ
ド
の
握
－
（
次
回

　
に
説
明
し
ま
す
）
。

　
〈
反
則
を
し
た
場
合
〉

　
競
技
者
が
反
則
を
し
た
握
』

に
は
、
次
の
ペ
ナ
ル
テ
″
Ｉ
が

　
守
備
側
が
自
陣
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
エ
リ
ア
内
で
こ
の
反

則
を
し
た
場
合
は
、
相
手
側

に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
キ
ッ
ク
が

与
弧
９
れ
、
ポ
ー
ル
を
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
上
に
置
き
、

直
接
相
手
ゴ
ー
ル
に
け
り
込

し
た
場
合
は
、
反
則
を
し
た

地
点
か
ら
相
手
側
に
キ
″
ク

が
与
凡
ら
れ
求
す
。
そ
の
場

合
、
キ
″
ク
を
し
た
選
手
以

外
が
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
か
、

プ
レ
ー
さ
れ
た
後
で
な
け
れ

ば
、
ゴ
ー
ル
に
入
っ
て
も
得

幡
公
民
館
▼
内
容
・
：
春
の
行
楽
弁

当
▼
指
導
者
・
：
料
理
教
室
講
師
・

寺
崎
ひ
ろ
子
さ
ん
▼
対
象
・
：
市
内

在
住
り
人
▼
定
員
・
‥
・
2
8
人
（
先
着

順
）
▼
教
材
費
：
八
百
円
▼
持
参

品
…
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
参
へ
筆

記
用
具
▼
申
し
込
み
…
木
幡
公
民

館
へ
教
材
費
忿
添
え
て
直
接
。

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
春
休
み

　
　
　
こ
ど
も
映
画
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
３
月
2
5
1
n

團
―
午
前
1
0
時
半
ト
1
1
時
半
、
中

央
公
民
館
。
2
5
日
困
＝
午
後
２
時

Ａ
時
、
広
野
公
民
館
。
2
6
m
團
、
、

］
…
…
…
…
：
：
’
：
…
…
…

　
点
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
警
告

　
　
反
則
行
為
を
噪
尨
理
し
た

　
り
、
審
判
の
判
定
に
異
議
を

　
示
す
言
勁
が
あ
っ
た
場
〈
口
に

　
行
わ
れ
ま
す
。

一
退
場

　
　
葦
屡
も
、
反
則
行
為
を

　
繰
旦
尨
し
た
り
、
著
し
ぐ
不

　
正
な
プ
レ
ー
奎
竹
っ
た
握
に

　
に
命
ぜ
５
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

―
午
後
１
時
Ａ
時
、
木
幡
公
民
一

館
▼
上
映
作
品
・
・
・
ご
ん
ぎ
っ
ね
、

こ
ｂ
Ａ
Ｊ
Ｊ
Ｏ
Ｎ
ら
屋
ほ
か
▼
入
場
料

…
無
料
▼
問
い
ふ
Ｂ
せ
・
・
・
中
央
公

民
館
（
ａ
⑩
1
4
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
　
　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
…
３
月
1
5
E
剛
、
午
前

卵
J
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公

民
館
▼
内
容
…
基
本
ス
テ
″
プ
な

ど
▼
参
加
費
…
五
百
円
▼
持
参
品

…
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
か
ゴ
ム
底
の

シ
ュ
ー
ズ
▼
問
い
ふ
昌
せ
…
岡
村

光
芳
さ
ん
（
豊
⑩
4
3
4
3
）
へ
。

　
参
加
希
望
者
は
、
当
日
直
接
会

場
へ
。
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
少
年
少
女

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
▼
と
き
…
４
月
1
5
m
l
'
７
月

８
日
伽
の
毎
週
水
曜
日
で
、
1
2
回

（
４
月
2
9
日
冊
は
除
ぐ
）
、
午
後
３

市立小・中学校

｢就学援助｣申請

　受け付け中

公
共
下
水
道

５
時
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が

丘
▼
内
容
・
・
・
基
本
技
術
、
応
用
技

術
、
ゲ
ー
ム
▼
定
員
…
3
0
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
対
象
…
小

学
生
（
新
２
年
生
以
占
▼
参
加
料

・
：
四
千
八
百
円
▼
申
し
込
み
・
問

ｋ
Ｂ
せ
・
：
４
月
５
日
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

学
年
、
性
別
、
電
話
番
号
、
教
室
名

忿
明
記
の
上
、
〒
Ⅲ
広
野
町
八
軒

屋
谷
１
・
山
城
総
合
運
動
公
園
管

理
事
務
所
（
雲
⑩
1
3
1
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
宇
治
福
祉
園
（
療
育
）

　
　
　
　
入
園
児
募
集

　
宇
治
福
祉
園
で
は
、
心
身
障
害

児
の
母
ヱ
邁
園
に
よ
る
療
育
舎
行

　
市
教
育
委
員
:
＜
Ｒ
＼
^
'
経
済
的

理
由
に
よ
昌
學
が
困
難
な
児
罵

牛
徒
の
保
護
者
に
、
市
立
小
・
中

学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
、
給
食

費
、
校
外
活
動
費
な
ど
を
援
助
し

て
い
卓
子
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
に
こ
の
援
助

盆
硲
于
る
人
は
、
各
学
校
に
あ

る
「
就
学
援
助
受
給
申
請
書
」
に

必
要
書
類
忿
添
え
、
学
校
へ
提
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
援
助
の
認
平
・
認
定
の
所
得

供
用
開
始
区
域
広
が
る

つ
て
じ
手
・
六
十
二
年
度
第
一

ク
ー
ル
の
入
園
申
し
込
み
は
、
三

月
十
二
日
田
ま
で
に
福
祉
課
（
≪

a
1
1
4
1
）
へ
。
（
福
祉
課
）

　
難
病
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
4
日
脚
、
午
前

９
漿
Ｔ
午
後
１
時
ま
で
受
－
将

け
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
▼
内

容
・
・
・
神
経
難
病
で
関
節
や
歩
行
障

害
の
あ
る
人
の
、
医
師
に
よ
る
個

別
相
談
と
理
学
療
法
士
に
よ
る
機

能
訓
練
▼
対
象
・
・
・
当
該
疾
患
の
大
、

そ
の
疑
い
の
あ
る
人
、
そ
の
家
族

▼
申
し
込
み
・
・
・
３
月
1
8
日
伽
ま
で

に
宇
治
保
健
所
（
豊
0
2
1
9
1

）
へ
。
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

基
準
は
、
標
準
世
帯
（
夫
婦
と
子

ａ
ｊ
>
Ｊ
)
ｅ
＊
＜
ハ
）
で
、
前
年
分
の
総
所

得
金
額
が
お
有
紅
二
百
五
十
二

万
円
以
下
▼
支
給
方
法
・
：
各
学
校

m
じ
て
支
給
▼
援
助
対
象
の
種

類
…
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、

修
学
旅
行
費
、
給
食
費
、
学
校
保

健
法
で
指
定
さ
れ
た
病
気
の
治
療

費
な
ど
▼
問
忿
Ｂ
せ
・
：
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
（
ａ
⑩
1
1

4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
七

日
か
ら
、
上
図
の
区
域
で
も
公

共
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
、
排
水
設
備
の

設
置
忿
態
域
ぐ
る
み
で
進
め
て

い
た
だ
ぐ
よ
ラ
お
願
い
し
示
ｙ
。

　
水
洗
化
や
排
水
設
備
工
事
は
、

市
の
指
定
の
「
排
水
設
備
工
事

公
認
業
者
」
に
妬
出
来
ま
せ
ん
。

必
ず
公
認
業
者
か
ら
選
ん
で
工

事
を
し
＼
Ｊ
v
だ
さ
い
。

　
ご
相
談
、
お
問
い
ふ
Ｂ
せ
は

下
水
道
管
理
課
（
豊
⑩
1
1
4

1
）
へ
。
（
下
水
道
管
理
課
）

演奏会のご案内

宇治市少年少女合唱団第８回定期演奏会

　・とき…３月22日(卜)、午後１時半開演‐ところ…文化会

館大ホール・内容…１年間の活動のまとめとして､｢花まつ

り｣｢白いブランコ｣など全17曲を披露■入場料…無料。

　％　　　　　　皿　　　　　・とき…３月29日(II)、午
宇治朝霧コーフス演奏会後２時開演■ところ…文

化会館小ホール・内容…発足10周年を記念して、おなじみ

の曲から合唱組曲まで全３部構成で■入場料…700円。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(社会教育課)

第
3
回
　
歴
史
講
座

古
典
文
学
に
み
る
宇
治
と
巨

椋
池

と
　
き
…
3
月
2
0
日
（
金
）
　
午
後
２
時

と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
文
教
短
期
大
学
教
授

講
　
師
…
月
渓
　
宏
さ
ん

主
　
催
・
：
歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
⑩
1
3
1
1
）

704

善法文化祭が開催

3月14日・15日

競技の見方

サッカー
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